
６
月
定
例
県
議
会
が
、
６
月
21
日
～
７
月
６
日
ま
で
1６
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議

会
冒
頭
で
知
事
は
次
期
知
事
選
に
出
馬
を
表
明
。
安
倍
政
権
は
会
期
を
延
長
し
、
過
労
死
防
止
と
は

真
逆
の
働
き
方
改
革
法
な
ど
を
強
行
す
る
中
で
の
６
月
県
議
会
で
し
た
。
宮
本
し
づ
え
県
議
が
代
表

質
問
、
宮
川
え
み
子
県
議
が
一
般
質
問
、
最
終
日
に
吉
田
英
策
県
議
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
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東
電
は
、
原
発
事
故
か
ら
７

年
３
ヶ
月
た
っ
た
６
月
１４
日
、

よ
う
や
く
「
福
島
第
二
原
発
廃

炉
を
検
討
」
と
表
明
。
県
議
会

は
じ
め
全
市
町
村
議
会
な
ど
、

オ
ー
ル
福
島
で
求
め
て
き
た

県
民
運
動
の
成
果
で
す
。

共
産
党
県
議
団
は
福
島
原

発
事
故
の
反
省
も
な
く
、
全
国

の
再
稼
働
や
輸
出
を
す
す
め

る
安
倍
政
権
を
一
貫
し
て
批

判
。
知
事
に
は
柏
崎
刈
羽
原
発

は
じ
め
他
県
の
原
発
の
再
稼

遠隔操作で作業中の福島第一原発１号機建屋
＝６月７日県議団視察

代表質問する
宮本しづえ県議
６月２５日

Ａ
Ｄ
Ｒ
集
団
申
し
立
て
の
仲

介
中
止
、
精
神
的
賠
償
打
ち

切
り
に
続
き
、
商
工
業
等
の

営
業
損
害
賠
償
も
追
加
賠
償

６
０
０
件
の
請
求
に
対
し
、

合
意
は
１
件
と
事
実
上
の
打
ち

切
り
状
態
で
す
。
宮
本
県
議
は
、

知
事
が
会
長
の
原
子
力
損
害
対

策
協
議
会
全
体
会
を
開
き
、
東
電

と
国
に
賠
償
継
続
を
求
め
る
べ

宮
本
し
づ
え
県
議
は
、
福
島
第
二
原
発
廃
炉
表
明
の
遅
れ
、
賠
償

打
ち
切
り
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
撤
去
、
除
去
土
壌
再
利
用
、
障

が
い
者
対
策
、
学
校
給
食
無
料
化
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
総
点
検
等
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

規制庁は、学校や保育所、公園等の

子どもが利用する施設を中心に県内

３千ヶ所に設置しているモニタリン

グポストの８割を撤去する方針です。

「除染土壌が仮置きされたままでの

１号機から４号機が間近に望める高台にて＝第一原発
視察団（空間放射線量130マイクロシーベルト）

撤去は止めてほしい」「数値を目で確認できる

唯一の装置は継続を」など、県内各地の市町

村や住民から反対の声が上がっています。初

めて開かれた只見町の住民説明会では、小中

学校の校長が参加し、放射線学習にも活用し

ており撤去すべきでないと発言しました。今

後、各市町村での住民説明会で住民の声を示

すことが重要であり、県は中止を求める立場

に立つべきです。

し、再利用は中止す

べきと求めました。

環境省は住民多数の

声を受け、二本松市

での事業を事実上断

念しました。

環境省は除染で出た土壌を再利用するため

県内３ヶ所で実証事業を計画。二本松市原セ

地区は「一旦除染した土壌をなぜ使うのか」

と住民の激しい反対がおき、５千人を超す反

対署名が国に提出されました。

県は当初、事故前の放射性廃棄物の利用基

準の８０倍の新基準に懸念を示していました

が、その後、根拠基準が違うなどとして口を

つぐんでいます。代表質問で県の姿勢を批判

県
は
、
全
国
の
原
発
再
稼
働
や
被
災
者
支
援
、

賠
償
打
ち
切
り
な
ど
「
福
島
切
り
捨
て
」
を
す

す
め
る
安
倍
政
権
に
対
し
、
は
っ
き
り
も
の
を

言
わ
ず
、
復
興
の
在
り
方
も
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
」
な
ど
の
大
型
開
発
・
大

企
業
呼
び
込
み
型
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
民
が

求
め
る
「
人
間
の
復
興
」
は
後
景
に
追
い
や
ら

れ
て
い
ま
す
。

共
産
党
県
議
団
も
加
わ
る
「
み
ん
な
で
新
し

い
県
政
を
つ
く
る
会
」
は
、

県
が
原
発
事
故
直
後
に
掲

げ
た
“
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
”

①
原
子
力
に
依
存
し
な
い

社
会
を
め
ざ
し
、「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
駆
け
の

地
」
を
め
ざ
す
、
②
「
日

本
一
子
育
て
し
や
す
い

県
」
、
③
「
全
国
に
誇
れ
る

健
康
長
寿
の
県
」
を
広
範

な
県
民
と
共
に
実
現
す
る

県
政
へ
の
転
換
を
め
ざ
す

と
し
て
い
ま
す
。

働
中
止
を
求
め
よ
と
何
度
も

質
し
て
き
ま
し
た
が
、
国
が
判

断
す
る
こ
と
と
し
て
一
切
言

及
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
宮

本
県
議
は
、
そ
の
こ
と
が
こ
こ

ま
で
廃
炉
表
明
が
遅
れ
た
要

き
と
質
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
と
同
じ
答
弁

で
危
機
感
は
感
じ
ら
れ

ま
せ
ん
。
２７
日
、
県
旅

館
ホ
テ
ル
組
合
は
県
に

全
体
会
開
催
の
申
し
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。

実証事業現場予定地を

視察する神山県議

因
で
は
な
い
か
と
知
事
の
見
解

を
求
め
ま
し
た
が
、
明
確
な
答
弁

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

東
電
が
福
島
原
発
１０
基
全
て

の
廃
炉
を
早
期
に
実
現
す
る
た

め
に
は
、
人
的
体
制
で
も
柏
崎
刈

羽
原
発
再
稼
働
は
論
外
で
あ
り
、

福
島
の
廃
炉
に
集
中
す
る
よ
う

求
め
る
べ
き
と
知
事
に
迫
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
事
業
者
が
判
断

す
る
こ
と
だ
と
述
べ
、
東
電
に
迫

る
姿
勢
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

みんなで新しい県政をつくる会総会＝６月１９日



県
議
団
は
５
月
、
避
難
自
治
体

首
長
と
懇
談
し
要
望
を
伺
い
ま
し

た
。
「
国
の
特
別
措
置
が
あ
っ
て
こ

そ
復
興
に
取
り
組
め
る
」
「
国
も
県

も
復
興
期
間
後
も
支
援
を
継
続
し

て
ほ
し
い
」
と
切
実
な
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
代
表
質
問
で
全
国
に
避

難
す
る
い
わ
ゆ
る
自
主
避
難
者
へ

の
家
賃
補
助
、
精
神
不
安
へ
の
対

応
等
避
難
者
支
援
策
の
継
続
を
求

め
ま
し
た
。

宮
川
え
み

子
県
議
は
一

般
質
問
で
、

児
童
虐
待
防

止
対
策
、
原

発
労
働
者
の
健
康
管
理
、
地
域
主
導

型
の
再
エ
ネ
、
い
わ
き
市
の
医
師
不

足
、
国
の
農
政
批
判
と
対
応
、
復
興

事
業
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

福
島
県
は
２
０
１
６
年
度
の
児
童

虐
待
件
数
が
、
対
前
年
度
比
１･

81

倍
と
全
国
一
の
増
加
率
に
な
っ
て
い

ま
す
。
東
京
で
６
月
に
痛
ま
し
い
児

童
虐
待
死
事
件
が
発
生
し
た
こ
と
を

受
け
、
２
０
０
６
年
に
泉
崎
村
で
も

虐
待
死
が
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
。
児

童
福
祉
司
の
増
員
な
ど
児
童
相
談
所

の
体
制
強
化
を
求
め
ま
し
た
。
知
事

は
、
児
童
福
祉
司
の
計
画
的
増
員
は

い
う
も
の
の
、
国
基
準
以
上
の
児
童

福
祉
司
の
増
員
に
は
言
及
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

県
議
団
が
視
察
し
た
長
野
県
で

は
、
環
境
に
配
慮
し
た
地
域
循
環
型

の
再
エ
ネ
を
基
本
に
位
置
づ
け
、
地

域
住
民
の
環
境
を
守
り
、
ま
た
、
地

域
に
利
益
を
還
元
さ
せ
て
い
ま
す
。

福
島
県
も
同
様
の
ル
ー
ル
を
つ
く
る

べ
き
と
質
し
ま
し
た
。

今
年
４
月
に
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

が
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
定
し
、
地

域
住
民
と
の
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

強
化
を
求
め
て
い
ま
す
。
住
民
合
意

の
な
い
い
わ
き
市
遠
野
地
区
の
二
つ

の
風
力
発
電
事
業
は
県
と
し
て
も
国

に
中
止
を
求
め
る
べ
き
と
質
し
ま
し

た
。い

わ
き
市
の
救
急
医
療
体
制
は
深

刻
で
す
。
１
１
９
番
通
報
を
受
け
て

か
ら
病
院
ま
で
の
搬
送
時
間
が

分
49

秒
、
震
災
前
よ
り
平
均
８
分
も
長

30く
な
っ
て
い
ま
す
。
医
師
不
足
が
要

因
で
す
。
原
発
災
害
の
影
響
も
大
き

く
、
い
わ
き
市
へ
の
医
師
派
遣
の
強

化
を
県
と
国
に
求
め
ま
し
た
。

障がい者の就労を支援する作業所、Ｂ型事業所に払われる報酬

基準に４月から国は成果主義を導入。この改定で障がい者に賃金を

多く払えば報酬も上がる仕組みがつくられ、労働効率の高い低いで

障がい者が締め出される懸念もあります。全国では

７割の事業所で収入減少が見込まれることから、見

直しを求める声が上がっています。県は実態を把握

するための調査を行うことを明らかにしました。

★県立学校ブロック塀の一斉点検で、緊急に改
修が必要は6校、基準に適合していないは19
校。県内の県立学校施設は老朽化が深刻です。
外壁がはがれ破片が落下する校舎、雨漏りす
る体育館など、各県立学校の修繕要望に応え
るには今年度６億円の約10倍の予算が必要な
ことが明らかに。

★県内でも30度を超える猛暑が続き、改めて県立学校の教室へエアコン

設置が求められます。費用はＰＴＡの負担とせず、県が負担すれば約

４億円で県立の97校すべての教室に設置できます。

★学校給食の無料化は、約80億円の県予算があれば実施できます。現在、

県内59のうち半数の29市町村が、全額または一部補助を実施しており、

子育て支援の観点から県が市町村を支援すべきです。県が一歩踏み出

せば、全市町村で実現できます。

知
事
提
出
議

案
で
は
、
市
町

村
の
負
担
を
求

め
る
議
案
・
県

営
住
宅
追
い
出
し
裁
判
議
案
等
に

反
対
し
、
予
算
を
含
め
た
他
の
議

案
は
賛
成
し
ま
し
た
。

「
憲
法
９
条
を
改
正
し
な
い
こ

と
を
求
め
る
意
見
書
」「
核
兵
器
禁

止
条
約
の
署
名
・
批
准
を
求
め
る

意
見
書
」「
東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原

発
の
再
稼
働
に
反
対
す
る
意
見
書
」

「
消
費
税

％
へ
の
引
き
上
げ
中

10

止
を
求
め
る
意
見
書
」
は
、
国
民

・
県
民
目
線
で
採
択
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。「
９
条
」「
核
」
の
意

見
書
は
、
社
民
は
賛
成
・
立
憲
民

主
は
退
席
。
県
民
連
合
全
体
で
は

自
民･

公
明
と
と
も
に
否
決
と
し
ま

し
た
。

憲
法
９
条
改
定
に
つ
い
て
は
、

米
朝
首
脳
会
談
が
行
わ
れ
朝
鮮
半

島
の
非
核
化
が
進
め
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
時
、
９
条
を
変
え
る
理

由
は
な
く
な
っ
て
い
る
、
９
条
を

持
つ
国
と
し
て
北
東
ア
ジ
ア
や
世

界
の
平
和
に
貢
献
す
べ
き
と
主
張

し
ま
し
た
。

「
東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再

稼
働
に
反
対
す
る
意

見
書
」
は
共
産
党
以

外
の
自･

公･

県
民
が

否
決
と
し
ま
し
た
。


